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北方針広混交林流域の水質に対する森林伐採の影響
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はじめに

日本列島はユーラシア大陸の偏西風東端部という周縁的な気候条件にあり、大陸の大気環

境の影響を直接被る状況にある。東アジアは工業化の進行による大気汚染の進行が懸念さ

れる地域であり、日本の森林地帯における酸性沈着も大陸上空の大気汚染との関連で語ら

れることが多い。北海道北部の森林地帯においても周囲に大都市や工業地域がないにもか

かわらず降水の酸性化が顕著で、ある。特に西寄りの季節風の強まる冬期に酸性降雪として

の沈着量が多く、大陸における大気汚染の進行にともない酸性沈着量は今後もすることが

予想される。寒冷地である北海道では降雪は長期間地表に滞留し、春の融雪期に河川に流

入して水質に大きな影響を与える。酸性融雪水の河川への流入はアシッド ・ショックと呼

ばれ、欧米では河川や湖水生態系に大きな負荷を与えることが知られている。著者らは北

海道の森林地帯では積雪からの酸性融雪の発生は森林の存在によりある程度押さえられて

いることをライシメーター試験より明らかにしている(Satohet al. 1999)。このことから考

えると 、当地域で通常おこなわれている商業的森林伐採は流域の日射量や気温を上昇させ、

積雪の融解を促進させることになる。このことは、酸性積雪の影響がより河川|水質に反映

され易くなることでもある。本報告では、北海道北部の針広混交林地帯の山地小流域を対

象に、森林流域と無立木(ササ草地)流域の融雪期の何川|水質を比較するとともに、流域の森

林を皆伐して河川|水質 ・水量がどのように変化するかをモニタリングしている大規模流域

試験の結果を一部紹介する。

観測地と方法

試験流域は、北海道大学雨龍研究林(N440 21'、E1420 16' )内にある泥川上流部にあり、

トドマツ(Abiessachalinensiゑ)、ミズナラ(Quercusmongolica var. grosseserra taよダケ

カンパ(Betulaermanu.)を主体とする針広混交林で、下層にはチシマザサ(Sasakurilensiゆ

が密生している。流域面積は約 100ha、9つの小流域に区分され、 DE8はササ無立木地と

なっている(図ー 1)。伐採は、2006年 4'-""5月に上流部の DE6，DE7，DEUで実施した

(DE6，7は流域全体、 DEUは流域左岸部)。各流域には三角堰を設置し 2004年春より流

量 ・水温を毎時連続観測している。また、融雪開始時には各流域で積雪水量と積雪pHの観

測もおこなった。

結果と考察

伐採前年(2005年)の融雪期における森林流域(DE6)とササ無立木地流域(DE8)の比流量の経

時変化を図-2に示した。両流域ともに融雪出水は 4月 6日より始まり、 4月下旬より本格

化し 6月中旬に終了した。融雪ノξターンを比較すると、融雪後半(5月 10日以降)にはササ

地流域である DE8において流出の日変動が顕著に認められたのに対し、森林流域の DE6

では融雪最盛期(5月 19日.-....5月 22日)を除き明瞭で、はなかった。このことは、森林に被覆

により DE6流域の融雪量が抑えられていることを示しており、このような効果は他の森林

流域(DE7、DE5)においても同様に認められた。融雪開始時の各流域における積雪pHはお

おむね 4.9.-....5.1の範囲にあった。オートサンプラーにより採水した河川水 pHを比較する

と、融雪前半は両流域の pHとも同様な値で経過するが、後半は DE8流域で pHの低下度
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合いが大きい傾向が認められた。同様に、電気伝導度(EC)もDE8において低い値を示した。
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各小涜織の筒積
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図- 1試験流域の概要
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図-2試験流域の比流量
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